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Ⅲ-13 化 され仁上の欺解1霰試験について

防衡 掟 エス 多か‖1砕

商任大均た ヱスo化内 ■卒

r::そ :ふ編 継 二断 鶴 灘 夢 ちン霧 魔 覧 〔緯 箕 劣IIII舞 4
っ存.夕場け嗜機像磁ヤ′卜原台たの口́ ムで′ 気″aκ鮨ず件さ′̀ nフ|レイ74μを選興覧した
tのをnいた。図1は使試体の七効たおよびデンションフラツクの発生有武璽の分布を示九
瑚υ後は多た力l,在a″衡じ効ってセ多り′スベリ腋素は生じ与つヽった。

(71張設 置)
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FIG.2 STRESS-STRAIN DI.AGRAM.

卜に QtJENCY DSTRIBUT10N OF THE  LOCATloNS

WHERE THE TENSILE CRACKS OCCURED
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FIG. 3 STRESS-STRAIN DIAGRAM.
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図2券κび口ぅはお力としズミとの働係t示す。多れらの顔際ti昨狭t印いてたわずヒ

ロ牛のよう:こra‐ぅ。ぉ力じだミ劇みは ε ∝́σ
“
 あぅぃけσ´eεl で なゎされうだ`

らう.腋罐杉前のた力にょう夕鋏 薇磁笑(E´弓岩「
・m)と 金′に比との関係け図5に示

iれる通りてヽぁつ。らK此ヒ崚雲ん力喘、″資ス大しだミしの曲係t図6おょび回7に示す̂
ユれらの(a●4汚K叱に4r落たた、く驚磐主たら,じが,ゎかう。
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